
就労移行支援施設で、あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師の

養成施設である「視力障害者福祉センター」ってどんな事を

学ぶの？ 

少しでも知っていただくために、授業科目の解説を企画しました。 

シリーズ化していくつもりなので、これから学んでみたい方々の参

考になればうれしいです。 
 

 

 

 

 

 

 

授業を受け持つ教員に、どんな科目か聴いてみました 

 

 

その 1 

東洋医学概論（とうよういがくがいろん） 

東洋医学概論Ⅰ・東洋医学概論Ⅱ 

 

 気血（きけつ）、五臓六腑（ごぞうろっぷ）、「女性は７の倍数、男性は８の

倍数の年齢の時に体調が変化する」…。 

  

これらの言葉、みなさんはお聞きになったことがありますか？ 

 最後の言葉はコマーシャルでも耳にされたことがあるかもしれませんね。 

 これらは全部東洋医学の言葉です。 

  

東洋医学とは広い意味ではアジアの諸国で発達した医学全般を指しま

すが、日本では中国から伝わって発展した医学のことをいう場合が多いで

す。古代中国の国名を取って「漢方医学」ともいいます。 

 「東洋医学概論」の授業では鍼灸治療の根拠となっているこの医学につ

いて、各内臓の働きや病気の原因、診察や治療の仕方について学びます。 

 西洋医学よりも聞き慣れていない東洋医学用語や見慣れていない漢字



に利用者のみなさんは大変ご苦労されています。 

 そうかと思えば、「肺」や「肝（東洋医学では肝臓とはいわず肝といいま

す）」など、西洋医学にも出てくる内臓の名前が付いているのにその働き

は全く違っていたりすることもあり油断なりません。 

 そのような難解な授業ですが、３年生になる頃には「やっとわかってきまし

た」と言ってくださる利用者さんも多く、その時にはなにかトンネルが開通し

たような喜びを感じます。 

 東洋医学を勉強すると、画像検査や血液検査などがない時代、ほんとに

丁寧に患者さんを診察していたのだなあと驚かされます。 

 東洋医学の授業を通じ、深い知識に基づいて患者さんの状況をよく把握

できる施術者になってもらえるよう力を注ぎたいと思います。 

 

 さて、冒頭に出てきた言葉の説明をごくごく簡単に。 

 ①気血：目に見えないエネルギー源の「気」と赤い液体で全身に栄養を

届ける「血」は生命活動を維持するとても大切な物質です。これらの量が

十分にあり、体の隅々まで流れている状態が健康だと考えています。 

 ②五臓六腑：いわゆる内臓のことです。肝、心、腎など５つの臓と胃、小腸、

大腸など６つの腑があります。上にも書きましたように名前は西洋医学と

同じですが、その働きは似ていたり全く違っていたりして覚えるのに大変苦

労します。 

 ③「女性は７の倍数、男性は８の倍数の年齢の時に体調が変化する」：こ

れは古代中国の本に書かれていることです。 

 ・例えば、男性は８歳で歯が生え替わる、女性は 14歳で月経が始まるな

どです。 

 ・これによると、女性は 28 歳で、男性は 32 歳で身体機能のピークを迎

え、その後下降していくとされています。 

 ・生活に気をつけてなんとかこの下降線を緩やかにしたいものですね。 

 

 以上で東洋医学概論の説明を終わります。つたない説明を読んでくださ

ってありがとうございました。             

 

 

 

 

 

（編集担当 市田） 


